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お問合せ：国立研究開発法人 日本原子力研究開発機構   高速炉・新型炉研究開発部門   
　　　　　敦賀総合研究開発センター   レーザー・革新技術共同研究所   成果普及促進グループ
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国立研究開発法人日本原子力研究開発機構では、研究開発を通して創出した新技術を地域企業の
皆様方に活用して頂くことや、原子力分野へ幅広く参入して頂くために、機構の技術などを紹介
する取組みを行っています。
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日本原子力研究開発機構　研究連携成果展開部　次長　中嶋  英充
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主査　諸橋  裕子

福井大学 学術研究院工学系部門　材料開発工学専攻　准教授　岡田  敬志

JAEA における産学連携の取組みJAEA における産学連携の取組みJAEA における産学連携の取組み
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ガラス材料を用いた白金族金属の可溶化ガラス材料を用いた白金族金属の可溶化ガラス材料を用いた白金族金属の可溶化

　原子力機構（JAEA）では、職員等が発表した論文（約 10 万件）や保有知財を研究開発成果検
索・閲覧システム（JOPSS）として発信しています。本セミナーでは、JOPSS 等研究成果発信の
概要と今年度に産学連携への新たな試みとして実施した「技術サロン」をご紹介します。
　また、実用化を進めている事例として、応用真空工学技術を基に開発した特許技術「高感度
ガス分析装置」の概要とその応用例についてもご紹介します。

　白金族金属（PGMs）は自動車の排ガス浄化用の触媒などに利用されています。使用済みとな
った廃触媒から PGMs を回収するプロセスには、腐食性の高い王水による PGMs の溶解工程が
組み込まれているが、環境負荷を低減する意味でより有害性の低い溶媒を用いることが望ましい。
　本セミナーでは、そのための白金族金属の可溶化技術についてご紹介します。特に現在行って
いるガラス材料を用いた金属パラジウムの可溶化に関する研究についてご紹介します。
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